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現代神道と社会課題をめぐる近年の研究動向
―福祉から社会貢献へ，まなざしの軌跡―









































































“伝える”― 今，なぜ，何を？― 神道と現代社会 ―」
③平成 12（2000）年度 皇學館大学神道研究所公開学術シンポジウム「“宗
教・地域・福祉”を考える」
④平成 17（2005）年度 国際宗教学宗教史会議第 19 回世界大会
（IAHR2005）「宗教と福祉 ― 宗教の社会貢献と宗教間協力に向けて ―」
⑤平成 20（2008）年度 日本宗教学会第 67 回学術大会パネル「現代日本に



























































































































































































































































































































た．次に， 森悟朗「観光の地域づくりと宗教文化資源 ― 神奈川県江の島の事
例から ―」では，宗教文化資源としての神社が，観光という脈絡の中で，いか
に宗教性を維持してきたのかを，神奈川県江の島の事例から考察された．最後






























































































(２) 検索条件は，「神社」「神道」共に次の通り．Find results: with all of the
words “神社”‶神道”，Date: Return results published between 2000 and
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2010, Language Return results written in Japanese, Price: Return articles

















































位儀礼をめぐる諸問題 ― 践祚・即位・大嘗祭 ―」，第４回「近代日本の政教




10 回「國學・皇學・神道」，第 11 回「神祇信仰と新古今時代」，第 12 回「熊
野の自然と文化」，第 13 回「伊勢神宮史研究の現状と課題」，第 14 回「鈴鹿家
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